
(1)第 1号 /倉1刊号 恵那高等学校同窓会報 2001年 (平成 13年)6月 1日 (金 )

同憲会華目「城陵1が誕生
定期的に発行●1全1会員に

一 第 1号 ―

発行/岐阜県立恵那高等学校同窓会

所在地/岐阜県恵那市大井町1023-1

(〒 509-7201)

TEL 0573-26-1311

FAX 0573-26-1313

発行責任者 柘植  章

題字は石井新太郎校長 [高 12]

新
世
紀
を
迎
え
、
大
き
な
変

革
の
う
ね
り
の
中
に
身
を
置

い

て
い
る
こ
と
が
、
実
感
さ
れ
る

昨
今
で
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
、
ご
清
栄
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。い
よ
い
よ
母
校
は
、
創
立
八

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。　
一
九
二
二
年

（大
正

一
一
）
の
創
設
以
来
、
卒
業
生

は
二
万
三
千
余
名
を
数
え
る
に

至
り
、
各
地
、
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
折
寄
せ
ら

れ
る
諸
先
輩
の
目
覚
ま
し
い
活

躍
の
報
に
接
す
る
こ
と
ほ
ど
、

現
在
の
在
校
生
や
、
母
校
に
身

を
置
く
者
に
と

っ
て
、
こ
れ
に

勝
る
歓
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
最
近
で
は
、
生
命
工
学

卒
業
生
二
万
三
千
人
を
超
す

母
校
は
来
年
８。
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
今
年
の
三
月
、
恵
那

高
第
５３
回
生
が
卒
業
し
た
時
点

で
、
卒
業
生
の
総
計
は
二
万
三

千
百
三
十

一
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
制
の
恵
那
中
学
校
、

恵
那
高
等
実
科
女
学
校
に
恵
那

高
等
学
校
を
加
え
た
人
員
で
す
。

こ
の
詳
し
い
年
度
別
の

一
覧

表
は
、
会
報
第
２
号
に
特
集
と

し
て
掲
載
し
ま
す
。

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
長

柘
植

土Ｈす
霊局
８
］

的
と
し
た
同
窓
会
報
を
刊
行
す

　

か
、
各
支
部
に
お
い
て
い
ろ
い

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
　

ろ
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
こ

こ
と
は
、
同
窓
会
を
活
性
化
す

　

と
と
か
、
在
学
生
の
中
に
も
全

創
成
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
り
　

重貝
さ
に
心
を
打
た
れ
、
鼓
舞
さ

―
ダ
ー
に
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
　

れ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
朗

バ
イ
オ
の
基
礎
理
論
を
礎
に
、
　

報
は
、
是
非
会
員
の
方
々
と
歓

新
薬
開
発
を
視
野
に
す
え
た
、
　

び
を
共
有
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

画
期
的
な

一
大
プ

ロ
ジ

ェ
ト
だ

　

現
在
の
恵
那
高
校
で
、
後
輩
た

同
窓
会
活
動

の
活
性
化

の
た
め

卒
業
生
で
あ

っ
て
も
同
窓
会
員

で
あ
る
と

い
う
意
識
が
、

い
ま

に
つ
い
て
の
情
報
が
、
直
接
伝

わ

っ
て
こ
な
い
と
こ
ろ
に
も
原

因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
十
四
年
恵
那

高
等
学
校
創
立
八
十
周
年
を
迎

え
る
時
期
に
、
定
期
発
行
を
目

る
意
味
で
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
、
重
要
な
同
窓
会
活

動
の

一
つ
と
し
て
、
力
を
注

い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
分
野
に
お
い
て
活
躍
を
し

て
お
ら
れ
る
卒
業
生
の
方
々
と

国
的
な
規
模
で
の
表
彰
を
受
け
、

将
来
を
期
待
さ
れ
る
人
が
い
る

こ
と
な
ど
は
、
我
々
は
断
片
的

に
承
知
し
て
い
る
の
み
で
す
。

こ
れ
ら
を
含
む
恵
那
高
の
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
定
期
的
に
発
信

し
、
ま
た
、
会
員
の
方
々
か
ら

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
な

ど
し
て
、
こ
の
会
報
を
同
窓
生

が
必
要
と
す
る
情
報
の
交
差
点
、

核
、
に
育
て
上
げ
る
べ
く
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八
十
周
年
に
向
け
て
、
現
在

い
ろ
い
ろ
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
は
、

創
立
以
来
、
母
校
発
展
の
た
め

の
協
力
と
会
員
の
親
睦
を
目
的

に
、
脈
々
と
続

い
て
き
た
伝
統

あ
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。
旧
恵

那
中
学
校
、
旧
恵
那
高
等
実
科

女
学
校
、
恵
那
高
等
学
校
に
学

ば
れ
た
方
は
、
だ
れ
で
も
自
動

的
に
同
窓
会
の
会
員
と
な
り
ま

す
。
そ
の
数
二
万
三
千
人
に
上

り
ま
す
が
、
し
か
し
、
多
く
の

卒
業
生
の
方
々
は
、
ご
自
分
が

少
し
薄

い
の
で
は
な

い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
学
校
を
卒
業
し

て
後
、
母
校
の
出
来
事
、
変
遷

組
織

の
軸
と
な
り
発
展
を
期
待

恵
那
高
等
学
校
長

石
井

新
太
郎

冒
望

専
攻

の
鈴
木
正
昭
氏

［高

１８
］

が
、
日
本
科
学
会
の
学
術
賞
を

受
賞
さ
れ
、
続

い
て
国
の
学
術

そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
報
に
歓
声
を

あ
げ
、
夢
や
志
を
抱
く
こ
と
の

ち
が
ど
ん
な
様
子
で
ど
ん
な
活

躍
を
し
て
い
る
の
か
も
、
知

っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

「
こ
の
土

（
つ
ち
）
よ
り
身

を
起
こ
し
た
」
方
々
と

「
こ
の

土
よ
り
身
を
起
こ
さ
む
」
と
す

る
者
た
ち
が
、
こ
の
城
陵
の
地

に
、
温
か
い
心
を
寄
せ
合
う
縁

と
し
て
、
こ
の
会
報

『
城
陵
』

の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
信

じ
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
組

織
を

つ
な
ぐ
軸
と
な

っ
て
、
九

十
年
、
や
が
て
迎
え
る
百
年
と
、

母
校
が
大
き
な
螺
旋
形

（ら
せ

ん
け
い
）
の
渦
を
描
き
な
が
ら
、

発
展
し
て
い
く
の
を
祈
る
こ
と
、

真
に
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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窓
会
事
務
局
の
イ
メ
ー
ジ
図

①
記
念
式
典
の
挙
行

記
念
式
典
は
平
成
十
四
年
十

一
月
十
日

（日
）
に
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

（恵
那
市

長
島
町
中
野
）
で
開
催
す
る
予

定
で
、
記
念
講
演
の
ほ
か
多
彩

な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

②
事
務
局
の
設
置

母
校
に
上
図
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
の
同
窓
会
事
務
局
を
設
け
、

専
任
の
嘱
託
員
を
置
い
て
、
８０

周
年
記
念
事
業
の
推
進
や
同
窓

会
費
、
同
窓
会
名
簿
の
管
理
、

③
名
簿
な
ど
の
発
行

「
８。
周
年
記
念
同
窓
会
員
名

簿
」
を
同
封
の
近
況
確
認
調
査

用
カ
ー
ド

（返
信
葉
書
）
の
返

送
に
よ
り
改
訂
し
、
発
行
し
ま

す

‥
上

冊
　
五
千
円

広
告

（
１
ペ
ー
ジ
五
万
円
、

２
分
の
１
ペ
ー
ジ
三
万
円
）
を

ご
協
賛
く
だ
さ
い
。
ご
協
賛
い

た
だ
い
た
方
に
は
名
簿
を

一
冊

進
呈
し
ま
す
。

ま
た

「
８０
周
年
記
念
誌
」
を

発
行
し
ま
す

‥
二

冊
千
五
百
円

こ
の
記
念
誌
は
８０
周
年
記
念
事

業
の
募
金

（
一
口
五
千
円
）
二

日
以
上
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

方
に

一
冊
贈
呈
し
ま
す
。

☆
募
金
期
間

‥
・
１３
年
６
月
１５
日

か
ら
１４
年
９
月
３０
日
ま
で
☆
募

金
方
法

…

一
口
五
千
円

二
日
以
上
ご
寄
付

さ
れ
た

方
に
記
念
誌
を

一
冊
贈
呈
☆
払

い
込

み

方

法

…

募

金

趣

意

書
に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

８０
周
年

記
念
事
業
予
算

［収
入
］
　

単
位
　
万
円

寄
付
金
　
　
　
一
一
、
○
○
○

積
立
金
　
　
　
　
　
エハ
○
○

収
入
合
計
　
　
　
一
一、
六
〇
〇

［支
出
］

総
務
費
＝
式
典
案
内
、
礼
状
、

会
報
の
印
刷
費

・
送
料
な
ど三
六
〇

・
表

彰

費

、

三
九

四

五
〇
〇

八
四

一

二
五
五

一
五
〇

一
〇
〇

二
、
六
〇
〇

名
簿
・
記
念
誌

特
別
会
計

［収
入
］

名
簿

・
記
念
誌
販
売
収
入

式

典

費

＝
会

場

記
念
品
代
な
ど

記
念
事
業
費

事
務
局
設
置

同
　
運
営
費

贈
呈
用
記
念
誌

贈
呈
用
名
簿

記
念
講
演

支
出
合
計

広
告
収
入

収
入
合
計

支
出
合
計

一
、

一
〓
一
一

人
六
九

二
、
○
○
○

［支
出
］

名
簿

・
記
念
誌
出
版
費

二
、
○
○
○

二
、
○
○
○

創
一一一立
一ｍ
一周
一年
一一の
―
‐
一記
一念
一事
一業

来
年

Ｈ
月
に
記
念
式
典

同
窓

会

事

務

局

も

設

け

る

来
年
は
恵
那
高
等
学
校
の
前
身

・
恵
那
中
学
校
が
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
八
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
同
窓
会
で
は
各
種
の
記
念
事
業
を
計
画
し
、
今
年
五
月

二
十
日
の
総
会
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。た
だ
し
、
創
立
七
十
周
年
で
は

「花
の
木
会
館
」
建
設
と
い
う

大
規
模
な
募
金
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
八
十
周
年
に
つ
い
て

は

一
昨
年
総
会
で
「大
規
模
な
募
金
活
動
の
事
業
は
行
な
わ
な
い
」

と
決
定
し
て
お
り
、
募
金
活
動
は
、
や
や
控
え
目
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
記
念
事
業
は
会
員
の
皆
様
の
母
校
に
対
す

る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
財
政
面
で
の
ご
支
援

と
記
念
行
事
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
、
心ヽ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
報

の
発
行
な
ど
に
当
た

り
、
会
員
相
互
の
連
係
を
深
め
、

同
窓
会
活
動
の
活
発
化
を
図
り

ま
す
。

８。
周
年
記
念
事
業
、
特
に
同

窓
会
事
務
局
の
設
置
と
専
任
嘱

託
員
の
配
置
の
た
め
、
寄
付
金

を
募
り
ま
す
。
会
員
皆
様

の
ご

厚
意
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
☆
募
金
目
標
額

‥
二
一千
万
円

飩
慮
予
茫
賤
笞
褥
鑓
輪

憮
颯
漑
顆
鰺
は
二
撃
霞
鱚
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盪
鰈

『鶉
褥
』
颯
嶼
袋
Ｌ
な

情
報
を
届
け
連
係
の
強
化

④
会
報
の
定
期
発
行

同
窓
会
報

「
城
陵
」

の
創
刊

号
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
情
報
網

が
整
わ
な
い
た
め
、
地
域
、
卒

業
期
に
不
均
衡
な
点
が
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
こ
れ
を
是
正
し

な
が
ら
定
期
的
に
発
行
し
、
毎

号
全
会
員
二
万
三
千
名
に
送
付

す
る
計
画
で
す
。
発
行
目
的
は

会
員
相
互
の
連
係
を
強
め
て
団

結
と
親
睦
を
図
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
情
報
発
信
メ
デ
ィ
ア
と
な

挙

醜

誂
サ

皐

〉
瞥

な

場

翼

書

〓
喜

轟

贅

〓
品

”
ず

宙

皐

事
Ｔ

甘

轟

呻
甘

響

晶

鳥

龍
警

嘉

翼

線
で

品

攣
∵

鸞

皐

説

■

；

）
翼

鸞

・
豪

島

，

３
皐

島

キ
？

・
墨

』
脊

・
＆

∴

■
誓

皐

轟

島
管

●
華

Ｔ

彗

こ

翼

彗

‥

墨

“
歯

〓
墨

よ
十
輔

ｔ

↓

翼

お
ケ

臭

翼

，

ａ
皐

翼

凛
ｔ

命

議

，

，
皐

轟

螢

Ｆ

ヨ
一
翼

“
Ｔ

鳥

中
い
警
‘

皐

革

命
彗

，
挙

輩

曹

れ

翼

諸

會

轟

∵

ず

ｉ

翼

”
↑

ユ

翼

凛
守

晶

翼

率
背

島

〓
青

昔

あ
な
た
も
是
非
接
続
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

問
題
は
今
後

の
内
容
の
改
訂
で
す

が
、
同
窓
会
で
は
今
年
度
予
算
に
十

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

掲
載
内
容
も
今
後
充
実
を
図
る
計

画
で
す
が
、
主
な
項
目
は

「
会
員
の

ペ
ー
ジ
」
＝
同
窓
会
規
約
、
８０
周
年

記
念
事
業
、
「学
校
紹
介
」
＝
学
校
の

沿
革
、
学
校
の
歴
史
、
恵
那
高
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
す
。

こ
の
た
め
の
技
術
提
供
も
歓
迎
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
技
術

の
あ
る
方
は
ど
し
ど
し
名
乗
り
出
て
、

同
窓
会

の
た
め
に
、
す
ば
ら
し
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

っ
て
く
だ
さ

い
。

ご
協
力
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

る
わ
け
で
す
。
こ
の
会
報
の
発

行
は
年
会
費

一
人
千
円
ず

つ
支

払

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も

と
に
年
数
回
発
行
す
る
独
立
採

算
制
で
す
。
従

っ
て
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
い
と
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
毎
年

一
回
、
振
り
込
み

用
紙
を
同
封

（今
年
は
第
２
号

に
同
封
）
し
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た

「
会
報
が
成
功
す
る
か

否
か
」
の
カ
ギ
は

「会
報
の
内

容
を
会
員

一
人

一
人
の
立
場
に

立

っ
て
編
集
し
、
会
員
に
取

っ

て
重
要
で
関
心
の
あ
る
情
報
を
、

分
か
り
や
す
く
て
興
味
の
持
て

る
よ
う
届
け
る
こ
と
に
あ
る
」

と

い
え
ま
す
。
こ
れ
が
編
集

の

基
本
方
針
で
す
。

一
方
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は

全
員
が
支
局
に
な

っ
て
い
た
だ

き
、
会
報
に
ふ
さ
わ
し
い
話
題

や
原
稿
を
事
務
局
ま
で
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

各
地
区
の
同
窓
会
や
ク
ラ
ス
ご

と
の
活
動
、
同
窓
会
員
の
活
躍

の
話
題
な
ど
、
同
窓
会
や
会
員

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ら
大
歓

迎
で
す
。

公式ホ■ムページも1開設
http:ノノwwwEenat■ orgノーenako‐ dsノ

インターネットで新情報

り
、
古

い
同
窓
生
た
ち
の
脳
裏

に
残
る
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

小
説

「
憂
愁
平
野
」
＝
井
上
靖

著
、
週
刊
朝
日

・
昭
和
３６
年
１０

月
か
ら
約

一
年
間
連
載
＝
の
中

に
、
主
人
公
の
美
沙
子
が
母
と

縁
談

の
こ
と
で
言
い
争

い
、
気

晴
ら
し
に
恵
那
高

へ
散
歩
に
行

く
記
述
が
あ
り
ま
す
。

美
沙
子
は
門
を
出
た
。
美
沙

子
は
伯
父
の
家

へ

（縁
談
を
断

り
に
）
行
く
気
持
ち
は
な
か

っ

た
。
久
し
ぶ
り
で
、
自
分
が
卒

業
し
た
高
校
の
校
庭
で
も
歩

い

て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
。

写真=焼け落ちる寸前の校舎 (正門付近から撮影)

八

十

年
，

霧

節

学
校
の
歴
史

８０
年
。
こ
の
間

に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

特
に
重
要
な
も
の
を
拾
い
出
し
、

順
次
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
３７
年

木
造
校
舎
が
焼
け
る

重
要
な
出
来
事

の
ト

ッ
プ
ク

ラ
ス
の

一
つ
は
、
何
と
言

っ
て

も

「
旧

・
木
造
校
舎

の
全
焼
」

で
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

八
月
二
十
五
日
午
前
四
時
ご
ろ
、

恵
那
高
の
本
造
校
舎
本
館
東
北

側
か
ら
原
因
不
明
の
出
火
。
午

前
六
時
ご
ろ
ま
で
に
、
三
階
建

て
校
舎
、
理
科
室
、
屋
内
体
育

館
な
ど
約
三
千
五
百
平
方
傷
を

全
焼
し
ま
し
た
。

四
十
年

の
歴
史
と
伝
統
を
持

ち
、
恵
那
山
や
笠
置
山
に
マ
ッ

チ
し
た
清
そ
な
木
造
校
舎
は
、

無
残
に
も
煙
と
な

っ
て
消
え
去

”
世
は
Ｉ
Ｔ
時
代
“
。
恵
那
市
を
例

に
挙
げ
る
と
、
Ｅ

ｎ
ａ
，
Ｔ

（
エ
ナ

ッ
ト
、
恵
那
市
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
市
民
に
無
料
開
放
さ
れ
て
い
る
せ

い
も
あ

っ
て
、
人
口
三
万
六
千
人
の

う
ち
四
千
五
百
五
十

一
人

（本
年
六

月
三
日
現
在
）
が
入
会
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
利
用
し

て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
同
窓
会
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
が
話
題
に
な

っ
た
と
こ
ろ
、
学
校
の
素
早

い
対
応

で
、
三
月
二
十
三
日
、
同
窓
会
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
恵
那
市

の
好
意

に
よ
り
無
料
で
開
設
で
き
、
新
し
い

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
流
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
は
歩

い
て
十
分
程
の
と

こ
ろ
に
あ
る
高
台
の
上
に
あ

っ

た
。
（中
略
）

美
沙
子
は
高
校
の
校
庭
か
ら

見
る
恵
那
―――
が

一
番
好
き
だ

っ

た
ｃ
久
し
ぶ
り
で
そ
れ
を
見
た

い
と
思

っ
た
。
美
沙
子
は
桜
樹

の
多

い
校
庭
を
歩
い
た
。
ほ
ん

の
僅
か
の
生
徒
が
校
庭
の
向
う

の
隅
を
歩

い
て
い
る
の
が
見
え

た
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
全
く
人

影
は
な
か
っ
た
。

作
者
の
井
上
靖
さ
ん
、
挿
絵

の
生
沢
朗
さ
ん
が
取
材
に
訪
れ

た
の
は
、
恵
那
高
が
全
焼
す
る

約
９
カ
月
前
の
こ
と
。
挿
絵
に

は
校
庭
北
端
か
ら
木
立
ち
越
し

に
見
た
木
造
校
舎
と
恵
那
山
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
井
上
さ
ん

も
、
生
沢
さ
ん
も
、
こ
こ
が
主

人
公
の

一
番
落
ち
着
け
る
場
所

と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

校
庭
か
ら
見
る
焦
げ
茶
色
の

校
舎
と
恵
那
山
―
そ
れ
は
我
々

に
と

っ
て
も
、　
一
番
気
分
が
安

ら
ぐ
風
景
で
し
た
。

呟
隧
鰊
鰊
吻
趾
嘔

・９６２
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同
窓
会
報

『城
陵
』
の
創
刊
に
当
た
り
、
各
地
区
の
支
部
長

（各
地

区
会
の
会
長
）
さ
ん
に

「同
窓
会
に
対
す
る
抱
負
、
意
見
な
ど
」
の
こ

寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
題
し
て

「支
部
長
か
ら
、
ち
よ
つ
と

一
言
」
。

で
も
、
話
題
の
中
心
は
、
や
は
り

”支
部
活
動
の
活
性
化
“
の
よ
う

で
、
あ
れ
こ
れ
腐
心
さ
れ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。
他
支
部
の

活
動
を
参
考
に
、
各
支
部
の
活
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。総
会
に
百
二
、

名
古
屋
支
部
長

名
古
屋
恵
那
高
会
が
創
立
さ

れ
た
の
は
、
今
か
ら
四
十
五
年

ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。

名
古
屋
に
勤
務
し
て
い
る
方

を
含
め
、
現
在
の
総
会
員
数
は

千
数
百
名
で
、
会
員
の
比
較
的

正
確
な
名
簿
も
出
来
上
が

っ
て

お
り
ま
す
。

卒
業
年
度
別
に
世
話
人
の
方

を
決
め
、
年
に
二
回
ほ
ど
集
ま

三
十
名
集
う

（名
古
屋
恵
那
高
会
会
長
）

っ
て
い
た
だ

い
て
、
世
話
人
会

を
開
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
で
、
毎
年
十

一
月
後
半
に

開
催
さ
れ
ま
す
総
会

の
方
も
、

各
務

芳
樹

［露
］

「城陵」の充実0発展を

土岐 支 部 長 (土岐市城陵会会長)

石浜 健 [中 23]

百
二
十
名
か
ら
百
三
十
名
集
め

る
こ
と
が
で
き
、
盛
会
な
会
合

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
年
二
回
、
ゴ

ル
フ
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
で
支
部
活
性
化
を
願
う

瑞
浪
支
部
長

編
浪
恵
窓
会
会
５

渡
辺

千
介

［中
２２
］

恵
那
高
創
立

８０
周
年
―
新
教

育
制
度
に
よ
り
、
私
た
ち
の
よ

う
に
中
学
は
最
後
の
卒
業
、
高

校
は
ス
タ
ー
ト
の
年
に
当
た

っ

た
戦
中
戦
後
派
に
と

っ
て
は
、

感
慨
深

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

瑞
浪
恵
窓
会
は
、
会
員
九
百
二

名

（う
ち
恵
中
卒
は
百
三
十
二

名
）
で
、
親
睦

・
交
流
を
図
る

総
会
も
、
隔
年
開
催
と

い
う
こ

と
で
定
着
し
ま
し
た
。

今
年
は
総
会
の
年
で
す
。
課

題
は
、

い
か
に
し
て
若

い
会
員

の
参
加
を
増
や
し
、
会
員
数
の

増
加
に
よ
る
低
調
化
し

つ
つ
あ

る
会
の
存
続

・
発
展
を
図
る
か

の

一
言
に
尽
き
ま
す
。

会
報

「
城
陵
」
の
発
行
が
支

部
の
活
性
化
に

一
石
を
投
ず
れ

ば
、
と
願
う
も
の
で
す
。

近
く
母
校
の
創
立
８。
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
祝
福
と
同

時
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
大
正
十

一
年
に
開
校
さ
れ

今
日
ま
で
８０
年
の
歴
史
の
中
で
、

私
ど
も
中
学
２３
回
生
は
ち
ょ
う

ど
戦
中
そ
し
て
敗
戦
を
経
験
し

た
思
い
出
深
い
中
学
生
時
代
を

忘
れ
る
こ
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

土
岐
市
城
陵
会
は
四
百
名
超
の

卒
業
生
が
登
録
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
関
心
度
が
低
く
、

支
部
役
員

の
間
で
今
後

の
活
動

方
針
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
年

一
回
の
総
会
だ
け
で

終
わ

っ
て
い
る
状
況
で
は
、
発

展
は
望
め
ま
せ
ん
。
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
も
良

い
で

し
ょ
う
。
同
窓
会
報

「
城
陵
」

の
今
後
の
充
実

。
発
展
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

各務芳樹支部長

渡辺千介支部長石浜 健支部長

‐２
年
度
総
会
で
会
長
交
代

新
会
長
に
　
柘
植
　
一早
さ
ん

平
成
１２
年
度
の
同
窓
会
総
会

は
、
五
月
二
十

一
日

（日
）
に

「花
の
木
会
館
」
で
開
催
し
、
Ｈ

年
度
の
事
業

・
決
算
報
告
、
役

員
改
選
、

１２
年
度

の
事
業
計

画

・
予
算
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
承
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
７
年
間
、

会
長
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
阿
部
龍
輔
さ
ん

［
中
１９
］

か
ら
新
制
高
校
卒
業
生
の
柘
植

章
さ
ん

［高
８
］
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
だ

っ
た
柘
植
さ
ん
の
後
任
に
は
、

市
川
康
夫
さ
ん

［高
１９
］
が
就

任
し
ま
し
た
。

創
立
８０
周
年
の
記
念
事
業

準
備
会
、

平
成
十
二
年
十
二
月
四
日
、

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
準
備
会

を
同
窓
会
役
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部

役
員
、
学
校
関
係
者
の
三
者
で

開
き
、
記
念
事
業
の
実
施
を
了

承
し
、
三
者
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
を
開
く

次

い
で
、
今
年

一
月
二
十
四

日
に
は
第

一
回
の
実
行
委
員
会

を
開
き
、
組
織

・
事
業

・
予
算

の
検
討
を
行

い
、
同
１３
年
度
の

同
窓
会
総
会
で
承
認
を
受
け
て
、

具
体
的
な
準
備
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

報給
具
体
案
が
決
ま
る

平
成
１３
年
度
の
同
窓
会
総
会
で

平
成
１３
年
度
の
同
窓
会
総
会

は
、
五
月
二
十
日

（日
）
「花
の

本
会
館
」
で
役
員
、
学
校
関
係

者
ら
六
十
名
が
参
加
し
て
開
き
、

・２
年
度
事
業

・
決
算
報
告
、
役

員

の
改
選
、

１３
年
度
事
業
計

画

・
予
算
案
、
創
立
８０
周
年
記

念
事
業
計
画

（詳
細
は
２
常
に

掲
載
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
し
ま
し
た
。
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佐覇

総会の出席率を上げるため各支部では、記念講演を開いているところが多い。東京

支部では、平成 4年 12ノ J、 グストに草野満代さん [高 37理](当時NHK、 現在TB
Sニ ュース・キヤスター)を招いて人いに盛り上がった。

間覇

実
態
が
消
え
て
し
ま

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

「
地
元
に
支
部
な
し
で
は
記

念
事
業
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。
お

一会
報
で
使
う
略
記
号
一．

会
報

『城
陵
』
で
は
、
毎
号
、

本
文
の
省
略
の
た
め
次
の
略
記

号
を
使
用
し
ま
す
。

＝
恵
那
中
学
校

＝
恵
那
高
等
実
科
女
学

校本
…
本
科
、
別
…
別
科

＝
恵
那
高
等
学
校

＝
恵
那
高
等
学
校
定
時

制

［分
］
＝
恵
那
高
等
学
校
定
時

前
が
再
興
せ
よ
」
と
、
当
時
の

糸
魚
川
校
長
か
ら
命
じ
ら
れ
た

の
が
、
教
頭

の
私
で
あ

っ
た
。

こ
ん
な
経
緯
で
誕
生
し
た
の
が

恵
那
城
陵
会
で
あ
る
。
「地
元
の

神
様
は
あ
ま
り
有
り
難
く
な
い
」

と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
、
母
校
の

一
助
と
な
る
よ
う

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
す

る
次
第
で
あ
る
。

〇

定 高 実 中

制
蛭
川
分
校

普
…
普
通
科
、
理
…
理

数
科
、
商
…
商
業
科
、

家
…
家
庭
科

例
え
ば

［中
２０
］
は
恵
那
中

学
校
第
２０
回
の
卒
業

（同
期
修

業
を
含
む
）
の
省
略
で
す
。

た
だ
し
、
［中
２４
］
［中
２５
］

は
恵
那
中
学
校
併
設
中
学
校
の

卒
業

（同
期
修
業
を
含
む
）
の

省
略
と
な
り
ま
す
。

同
様
に

［高
４０
普
］
は
恵
那

高
等
学
校
第
４。
回
普
通
科
の
卒

業

（同
期
修
業
を
含
む
）
の
省

略
で
す
。

|か|ら

月
例
会
　
延
べ
三
二
〇
回

東

京

東
京
恵
中
会
は
、
当
初
１
回

生
か
ら
１０
回
生
ま
で
の
方
々
に

よ
リ
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
裾
野

が
広
が
り
２５
回
ま
で
の
方
々
が
、

毎
月
十
五
日
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン

に
集

い
、
昼
食
会
の
形
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

回
数
を
重
ね
十
八
年
間
に
二

百
二
十
回
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

平
均
十
五
名
ぐ
ら
い
の
出
席
で
、

い
さ
さ
か
寂
し

い
感
が
あ
り
、

々
木

慎

百

墨

せ

っ
か
く
先
輩
た
ち
が
築

い
て

こ
ら
れ
た
恵
中
会
を
、
断
絶
す

る
こ
と
は
忍
び
な
い
の
で
、
何

と
か
後
輩
た
ち
に
引
き
受
け
て

も
ら
い
た
い
と
、
苦
慮
し
て
い

中
津
川
恵
那
高
会

（
恵
蘇

会

・
け
い
そ
か
い
）
は
旧
制
中

学
第

一
回
生
の
遠
山
巌
氏
を
初

代
会
長
と
し
て
昭
和
２７
年
、
恵

蘇
会
の
名
称
で
発
足
し
、
今
日

ま
で
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
伝
統
の
重
み
を
痛
感

し
な
が
ら
会
の
維
持
運
営
に
携

る
と
こ
ろ
で
す
。

恵
那
高
卒
の
東
京
近
郊
在
住

者
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思

い
ま

す
が
、
連
絡
の
糸
口
さ
え

つ
か

め
ず
、
今
の
と
こ
ろ
対
応
策
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。

佐々木慎―支部長

支
部
運
営
を
若
い
世
代
に

中
津
川

間 譲嗣支部長

母
校
の
た
め
に
ご
協
力
を

恵
那
支
部
長

憲
那
城
陵
会
会
こ

水
野
　
智
雄

里
局

５

］

７。
周
年
記
念
行
事
に
向
け
て

準
備
が
始
ま

っ
た
昭
和
６。
年
代
、

地
元
に
同
窓
会
支
部
が
な

い
こ

と
が
、
問
題
と
な

っ
た
。
か

つ

て
は
旧
制
中
学
の
城
陵
会
が
有

っ
た
そ
う
だ
が
、
当
時
、
そ
の

ビ長

（中
津
川
恵
那
高
会
会
長
）

譲
嗣

［現
］

わ

っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
総

会

へ
の
出
席
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
今
後
の
在
り
方
に
不
安

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
従

っ
て
、

こ
こ
数
年
来
、
年
次
総
会
に
は

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓

生
に
講
演
を
お
願
い
す
る
な
ど
、

会
の
活
性
化
に
知
恵
を
絞

っ
て

お
り
ま
す
。

来
る
母
校

の
８。
周
年
を
契
機

に
、
当
支
部
を
高
校
卒
業
生
中

心

の
運
営
体
制
に
切
り
替
え
、

会
の
発
展
を
期
し
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

水野智雄支部長

機
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鰺
踪
兆
校
鶉
体
で
優
勝

陸
上
八
〇
〇
の
百
々
昌
紀
君

昨
年
六
月
二
十
四
日
、
岐
阜

市
の
長
良
川
競
技
場
で
行
な
わ

れ
た
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

（東
海
高
等
学
校
体
育
連

盟
、
岐
阜

・
愛
知

・
静
岡

・
三

重
県
教
育
委
員
会
な
ど
主
催
）

の
陸
上

・
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
競

走
で
、
百
々
昌
紀
君

（ど
ど

・

ま
さ
の
り
、
当
時
二
年
生
、
中

津
川
市
実
戸
出
身
）
が
、
１
分

５４
秒
７６
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
は
ゴ
ー
ル
直
前

で
猛
烈
な
競
り
合
い
と
な
り
、

百
々
君
が
同
タ
イ
ム
の
日
下
部

大
輔
君

（益
田
南
高
）
を
わ
ず

か
に
制
し
て
栄
冠
を
獲
得
。

同
君
は
こ
の
後
、
岐
阜
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
に
出
場
。
残
念
な

が
ら
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
十
月
十
六
日
、
富

山
国
体
の
少
年
Ａ
の
部
で
、
決

勝
進
出
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の

の
自
己
ベ
ス
ト
を
１
分
５３
秒
３８

に
更
新
し
ま
し
た
。

「今
年
こ
そ
！
」
の
声
援
の

中
、
先
月
五
月
二
十
七
日
の
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
岐
阜

県
予
選
で
は
大
会
新
記
録
で
軽

く
優
勝
。
こ
の
後
、
東
海
、
全

国
大
会
が
待

っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
母
校
の
学
友
、
先
輩
、

先
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、
郷
土

全
体
か
ら
も
熱
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

懸懸
逹
饉
懸
購一一一難一一畿
一一甕
一一一一糠
艤

「先
輩
た
ち
に
負
け
ぬ
！
」
と
後
輩
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
創
刊
号
で
は
、
こ
の
一
年
間
に
す
ば
ら
し
い
偉
業
を
達
成

し
た
、
二
人
の
後
輩
た
ち
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。

写真上=去年の東海高校総体で、激戦の人○○メートル

を制した百 君々 (705)。 [写真は岐阜新聞提供]

写真左=文部科学大臣賞を獲得した成瀬智美さんの作品
「コウホネJ

成
瀬
智
美
さ
ん
が
快
挙

曖
魏
Ｍ
で
Ｒ
部
科
学
大
臣
Ｌ

今
年
三
月
二
十
五
日
、
当
時

二
年
生
だ

っ
た
成
瀬
智
美
さ
ん

（な
る
せ

・
と
も
み
、
中
津
川
市

阿
木
出
身
）
は
、
国
立
科
学
博

物
館

（林
田
英
樹
館
長
、
東
京

都
）
が
募
集
し
た

「第
十
七
回

植
物
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
最

高
位
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
偉
業
に
輝
き
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
同
博
物

館
が
毎
年
募
集
し
て
お
り
、
趣

旨
は
植
物
の
絵
を
描
く
こ
と
で

植
物
を
正
し
く
観
察
し
、
植
物

の
特
性
を
よ
り
理
解
し
て
興
味

を
持
ち
、
自
然
保
護
の
関
心
を

高
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

今
年
は
全
国
か
ら
七
千
百
七

十
点
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
中

学

・
高
校
の
部
は
二
千
五
百
十

三
点
、
こ
の
中
か
ら
成
瀬
さ
ん

が
最
高
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
成
瀬
さ
ん
の
同
コ

ン
ク
ー
ル
応
募
は
阿
木
小
学
校

五
年
の
と
き
か
ら
六
回
目
。
同

大
臣
賞
受
賞
は
阿
木
中
学

一
年

の
と
き
に
続
い
て
二
回
目
の
快

挙
で
、
次
席
の
同
博
物
館
長
賞

も
二
回
受
賞
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
績
で
す
。

今
回
受
賞
の
作
品
は
、
ス
イ

レ
ン

（睡
蓮
）
科
の
コ
ウ
ホ
ネ

（河
骨
）
と
い
う
植
物
を
八
ツ
切

り
版
の
大
き
さ
に
透
明
水
彩
絵

の
具
で
描

い
た
物
で
す
が
、
葉

脈
や
根
な
ど
が
繊
細
に
描
写
さ

れ
て
い
る
た
め
、
カ
ラ
ー
写
宣
（

と
見
違
え
る
ほ
ど
。

成
瀬
さ
ん
の
話
＝
絵
を
描
く

こ
と
は
小
学
生
の
と
き
か
ら
大

好
き
。
今
度
も
短
時
間
で
思
う

よ
う
に
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
将
来
は
美
術
系

の
大
学
に

進
み
、
絵
を
生
か
せ
る
仕
事
に

つ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成瀬智美さん

平
成
１２
年
度

・
卒
業
生

菫
縣
雷
Å
珀
木
紆
八
饒
吝

平
成
十
二
年
度
の
卒
業
生
は
、

普
通
科

一
九
九
人

（前
年
度

一

九
八
）
、
理
数
科
七
八
人

（同
八

〇
）
、
合
計
二
七
七
人

（同
二
七

八
）
で
、
こ
の
う
ち

一
八
七
人

が
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

（　
）
内
は
前
年
度
の
合
格

者
数
で
す
。

◎
国
立
大
学
…
７５

（
７５
）
人

帯
広
畜
産
１
、
北
海
道
１
、
弘

前
１
、
岩
手
１
、
東
北
２
、
秋

田
１
、
山
形
１
、
図
書
館
情
報

１
、
筑
波
３
、
宇
都
宮
１
、
群

馬
１
、
埼
玉
２
、
千
葉
１
、
東

京
芸
術
１
、
横
浜
国
立
３
、
新

潟
２
、
上
越
教
育
１
、
富
山
４
、

富
山
医
科
薬
科
１
、
金
沢
３
、

福
井
２
、
山
梨
２
、
信
州
５
、

静
岡
５
、
愛
知
教
育
２
、
名
古

屋
６
、
名
古
屋
工
業
２
、
岐
阜

７
、
三
重
２
、
大
阪
１
、
大
阪

外
国
語
１
、
鳥
取
２
、
岡
山
１
、

山
ロ
ー
、
香
川
１
、
高
知
医
科

１
、
大
分
１
、
宮
崎
１
、

◎
公
立
大
学
…
２‐

（
２０
）
人

岩
手
県
立

１
、
青
森
公
立

１
、

東
京
都
立
２
、
福
井
県
立
３
、

都
留
文
科
２
、
岐
阜
県
立
看
護

２
、
静
岡
県
立
３
、
愛
知
県
立

２
、
名
古
屋
市
立
１
、
滋
賀
県

立
１
、
神
戸
市
看
護
１
、
岡
山

県
立
１
、
尾
道
１
、

◎
私
立
大
学
…
３
８
１

（
３

７
２
）
人
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⑫
盪
魃
甲
颯
彰
咸
嶼
戌
蜀
鰈

『鍼
麟
歌
』
誕
生
し
て
７５
年

作
詞
者
吉
闇
さ
ん
六
十
年
畿

昨
年
八
月
十

一
日
、
同
窓

会
有
志
は
第
６０
回

・
北
斗
祭
実

行
委
員
会
＝
委
員
長

・
石
垣
明

さ
ん

［中
１７
］
＝
の
呼
び
か
け

で
坂
下
町
比
丘
尼
平
墓
地
に
集

ま
り

「
城
陵
歌

（大
会
の
歌
と

の
作
詞
者

・
故
吉
田
美

一
さ

ん
＝
よ
し
だ

。
よ
し
い
ち

［中

１
］

一
九
四

一
死
去
、
享
年
三

五
歳
＝
を
し
の
ぶ
慰
霊
祭

「
北

斗
祭
」
を
営
み
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
開
校
間
も
な
い

恵
那
中
か
ら

一
高
、
東
京
帝
大

へ
と
進
学
し
た
秀
才
。
大
正
十

五
年

（
一
九
二
六
）
に
作
詞
し

た

「
城
陵
歌
」
は
昭
和
四
年
に

誕
生
し
た
校
歌
よ
り
も
歴
史
が

古
く
、
今
も
同
窓
生
の
心
の
歌

と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

八
月
十

一
日
は
吉
田
さ
ん
の
命

日
。
「
北
斗
祭
」
は

「
城
陵
歌
」

の
歌
詞
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
、

同
窓
会
有
志
は
毎
年
墓
前
に
集

ま

っ
て

「
城
陵
歌
」
を
歌
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

昨
年
は

「
城
陵
歌
」
が
誕
生
し

て
七
十
五
年
、
吉
田
さ
ん
が
亡

く
な

っ
て
六
十
年
に
当
た
る
た

め
、
盛
大
な
慰
霊
祭
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

こ
の
日
は
来
賓
と
し
て
吉
田

さ
ん
の
末
弟
妹

・
楯
又
八
郎
さ

ん
＝
元
東
天
紅
常
務
＝
、
同
愛

子
さ
ん

［
実

２４
］
ら
を
招
き
、

石
井
新
太
郎
校
長

［高
１２
］
、
柘

植
章
同
窓
会
長

［高
８
］
、
加
藤

利
徳
岐
阜
県
議

［中
１９
］
、
森
川

毎
年

「創
立
記
念
日
」
に
開

催
し
て
い
る

”
恵
那
高
版
“
の

「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
記
念
講
演
。
　

も
に
誠
に
有
意
義
な
講
演
で
し

去
年
は
四
月
二
十
四
日
に
名
古

　

た
が
、
同
窓
生
に
も
多
数
聴
講

屋
大
学
医
学
部
第
二
外
科
教
授

　

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
。

の
中
尾
昭
公
さ
ん

［高
１８
］
を

招
き

「
が
ん
の
外
科
と
肝
臓
移

植
」
。
今
年
は
立
命
館
大
講
師
、

日
本
司
法
通
訳
人
協
会
副
会
長

の
水
野
真
木
子
さ
ん

［高

２８
］

写真上=「第60回・北斗祭」参加者の記念撮影

正
昭
恵
那
市
長

［中
１９
］
藤
公

雄
恵
那
市
議

［高
１２
］
ら
同
窓

会
員
合
計
六
十

一
人
が
参
加
。

校
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
墓
前
に

菊
花
を
供
え
た
後
、
全
員
青
春

時
代
に
帰

っ
て
天
ま
で
届
け
と

「城
陵
歌
」
の
大
合
唱
を
行
な
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
会
場
を
山
口
村
の

望
仙
楼
に
移
し
、
楯
又
八
郎
さ

ん
の
講
演

「
兄

・
吉
田
美

一
の

思
い
出
」
を
聴
き
、
和
や
か
な

懇
親
会
。
ユ
ニ
ー
ク
な
同
窓
会

と
な
っ
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。

を
招
い
て

「
国
際
化
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
聴
講
。
と

中
２３
回
が
文
集
を
発
行

昨
年
七
月
、
中
学
２３
回
生
た

ち
は
、
旅
行
記
、
随
想
、
恵
那

中
の
思
い
出
な
ど
を
ま
と
め
た

文
集

「
は
な
の
き
」
（上
）
を
創

刊
。
原
稿
の
集
ま
り
次
第
順
次

編
集
し
、
今
年
五
月
に
は
第
五

号
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
の
担
当
は
小
林
正
喬
さ

ん

（横
浜
市
在
住
）
で
、
現
在
、

同
級
生
有
志
三
十
五
人
に
配
付

し
て
い
ま
す
。

烙
筍

殷
楊
稟
餞
隆
寇

1籍i師|`鮮 ,31ネ {

北
海
道
薬
科
１
、
酪
農
学
園

６
、
自
治
医
科
１
、
東
京
国
際

１
、
駿
河
台
１
、
獨
協
２
、
文

教
１
、
尚
美
学
園
１
、
一腸
澤
４
、

東
京
成
徳
１
、
亜
細
亜
４
、
青

山
学
院
３
、
桜
美
林
５
、
学
習

院
４
、
北
里
４
、
杏
林
１
、
国

立
音
大
１
、
慶
応
義
塾
２
、
工

学
院
２
、
国
学
院
５
、
国
際
基

督
教
１
、
国
士
館
１
、
駒
沢
１
、

芝
浦
工
業
３
、
順
天
堂
１
、
上

智
１
、
昭
和
女
子
１
、
成
膜
２
、

専
修
４
、
大
東
文
化
１
、
大
正

２
、
玉
川
１
、
中
央
６
、
帝
京

３
、
東
海
３
、
東
京
家
政
学
院

１
、
東
京
農
業
４
、
東
京
理
科

５
、
東
洋
７
、
日
本
８
、
日
本

歯
科
１
、
日
本
獣
医
畜
産
３
、

法
政
５
、
武
蔵
１
、
武
蔵
野
美

術
２
、
明
治
１５
、
明
治
学
院
７
、

立
教
３
、
立
正
１
、
早
稲
田
７
、

麻
布
１
、

神
奈
川
７
、
関
東
学
院
１
、

フ
エ
リ
ス
女
学
院
２
、
新
潟
医

療
福
祉
１
、
長
岡
造
形
１
、
金

沢
工
業
１３
ヽ
北
陸
２
、
仁
愛
１
、

松
本
歯
科
１
、
朝
日
１
、
岐
阜

女
子
４
、
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育

４
、
東
海
女
子
１
、
静
岡
理
工

科
１
、
聖
隷
ク
リ
フ
ト
フ
ァ
ー

ー
、
愛
知
８
、
愛
知
学
院
８
、

愛
知
医
科
２
、
愛
知
工
業
９
、

愛
知
淑
徳
３
、
金
城
学
院
３
、

椙
山
女
学
園
２
、
中
京
５
、
中

京
女
子
２
、
中
部
Ｈ
、
豊
田
工

大
４
、
名
古
屋
外
国
語
３
、
名

古
屋
商
科
３
、
名
古
屋
女
子
１
、

藤
田
保
健
衛
生
３
、
南
山
２６
、

日
本
福
祉
６
、
名
城
１５
、
東
海

学
園
１
、
皇
学
館
１
、
鈴
鹿
医

療
科
学
技
保
健
衛
生
２
、
四
日

市
１
、
大
谷
１
、
京
都
外
国
語
３
、

京
都
産
業
５
、
京
都
女
子
１
、

京
都
精
華
２
、
京
都
橘
女
子
１
、

同
志
社
２
、
同
志
社
女
子
１
、

佛
教
１
、
立
命
館
１７
、
龍
谷
３
、

大
阪
芸
術
１
、
大
阪
産
業
２
、

大
阪
樟
蔭
女
子
１
、
関
西
外
国

語
２
、
近
畿
３
、
摂
南
２
、
桃

山
学
院
１
、
関
西
学
院
４
、
甲

南
女
子
１
、
神
戸
学
院
２
、
奈

良
４
、
近
畿
福
祉
４
、
岡
山
理

科
２
、
川
崎
医
療
福
祉
１
、
吉

備
国
際
１
、
第

一
薬
科
１
、

◎
短
期
大
学
…
３４

（
３８
）
人

北
大
医
療
技
術
短
１
、
埼
玉
県

立
大
短
１
、
東
京
都
立
短
１
、

川
崎
市
立
看
護
短
１
、
静
岡
県

立
大
短
３
、
大
阪
府
立
看
護
短

１
、
和
歌
山
医
大
看
護
短
１
、

岡
山
県
短
１
、
山
脇
学
園
短
１
、

岐
阜
医
療
技
術
短
５
、
中
日
本

自
動
車
短
１
、
愛
知
女
子
短
１
、

一
宮
女
子
短
１
、
金
城
学
院
大

短
２
、
名
古
屋
短
４
、
藤
田
衛

生
技
術
短
３
、
名
古
屋
女
子
大

短
１
、
南
山
短
４
、

◎
大
学
校
…
２

（１
）
人

航
空
保
安
大
学
校
１
、
防
衛
大

学
校
１
、
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土
岐

菊
池
龍
雄
さ
ん
が
講
演

土
岐
市
城
陵
会
＝
石
浜
健
会

長

［中
２３
］
＝
で
は
、
十

一
年

度
総
会
を
六
月
十

一
日
、
セ
ラ

ト
ピ
ア
土
岐
で
会
員
五
十
名
が

参
加
し
て
開
催
し
た
。

記
念
講
演
の
講
師
は
菊
池
龍

雄
さ
ん
＝
加
賀
市

・
加
賀
神
経

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
理
事
長

［
中

２２
］
＝
の

「成
人
病
に
つ
い
て
」
。

中
津
川
は
平
野
和
男
さ
ん

中
津
川
恵
那
高
会
＝
間
譲
嗣

会
長

［中
２４
］
＝
の
総
会
は
、

昨
年
十

一
月
十
九
日
、
四
十
五

人
が
参
加
し
て
、
中
津
川
駅
前

の
勝
宗
で
開
い
た
。

恒
例
の
記
念
講
演
は
大
同
生

命
保
険
会
長

・
平
野
和
男
さ
ん

［中
２４
］
の

「新
陳
代
謝
に
つ
い

て
」
。

名
古
屋
は

一
三
〇
人
が
参
加

名
古
屋
恵
那
高
会
＝
各
務
芳

樹
会
長

［中
１８
］
＝
の
総
会
は
、

昨
年
十

一
月
二
十
四
日
、
名
鉄

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
百
三
十
人

が
参
加
し
て
開
い
た
。

恵
那
　
バ
ン
ド
演
奏
も
登
場

恵
那
城
陵
会
＝
水
野
智
雄
会

長

［高
５
］
＝
の
総
会
は
毎
年

二
月
十

一
日
に
開
き
、
運
営
は

当
番
制
で
今
年
は

［高
２‐
］
。
恵

那
峡
国
際
ホ
テ
ル
で
開
き
、
八

十
八
人
が
出
席
。
余
興
に
成
瀬

雅
裕

［高
２‐
］
さ
ん
と
東
濃
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
が
バ
ン
ド
演
奏
し

て
拍
手
喝
さ
い
。

東
京

。
関
西
か
ら
も
参
加

坂
下
城
陵
会
＝
世
話
役

・
安

写
真
＝
エ
ス
パ
ル
ス
の
経
営
責

任
者
だ
っ
た
こ
ろ
の
横
田
さ
ん

江
宗
夫
さ
ん

［中
１８
］
＝
の
総

会
は
、
昨
年
の
十
月
二
十
八
日

川
上
村

・
夕
森
山
荘
で
開
催
。

参
加
者
は
十
五
人
。
遠
く
東
京

か
ら
小
川
留
三
さ
ん

［
中
１２
］

関
西
か
ら
も
村
瀬
徳
之
助
さ
ん

［中
１２
］
ら
が
参
加
し
た
。

明
智
恵
中
会
は
第
五
回
総
会

明
智
恵
中
会
＝
保
母
政
基
会

長

［中
１２
］
＝
は
、
昨
年
十

一

月
二
十
五
日
、
明
智
町

。
大
衆

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
十
四
人
が
参

加
し
て
第
五
回
の
総
会
を
開
催
。

東
野

恵
那
山
荘
で
総
会

東
野
城
陵
会
＝
土
方
六
須
夫

会
長

［中
１９
］
は
、
三
月
十
日
、

二
十
人
が
参
加
し
て
恵
那
山
荘

で
開
き
、
石
井
校
長
が
来
賓
と

し
て
出
席
。

一
人
会
は
毎
年
１
泊
２
日

恵
中

一
八
会

［中
１８
］
の
同

級
会
は
毎
年

一
泊
二
日
。
昨
年

は
十
月
二
十
二
、
三
日
、
名
鉄

大
山
ホ
テ
ル
で
三
十
人
が
参
加

し
て
開
催
。
二
日
目
は
明
治
村

と
竹
田
印
刷
を
見
学
。

度
会
さ
ん
が
得
意
芸
を
披
露

「
花
の
木
会
」
［中
２。

．
２‐
］

の
同
級
会
は
、
昨
年
十
月

一
日
、

恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
五

十
人
が
参
加
し
て
開
催
。
度
会

賢
吾
さ
ん

（
三
郷
歌
舞
伎
保
存

会
会
長
）
が

「
鎌
倉
三
代
記
」

を
披
露
し
て
好
評
だ
っ
た
。

級
友
４
人
が
叙
勲
の
栄
誉

恵
中
２２
同
級
会

［中
２２
］
は
、

本
年
五
月
十
八
日
、
中
津
川

・

ク
ア
リ
ゾ
ー
ト
湯
舟
沢
で
五
十

六
人
が
参
加
し
て
開
い
た
。
席

上
、
叙
勲
受
章
者
四
名
、
川
村

健
司
さ
ん

（国
立
市
在
住
）
、
小

島
駿
男
さ
ん

（糸
貫
町
）
、
鈴
木

一
声
さ
ん

（穂
積
町
）
、
服
部
敏

幸
さ
ん

（名
古
屋
市
）
が
披
露

さ
れ
、
栄
誉
を
祝
福
。

お

断

り

創
刊
号
は
、
創
刊
決
定
後
、

収
集
で
き
た
情
報
の
み
で
編
集

し
ま
し
た
。
不
十
分
な
点
が
あ

る
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

原
稿
募
集

各
地
区
会

・
同
級
会
の
ニ
ュ

ー
ス
、
同
窓
生
の
話
題
な
ど
の

情
報
と
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

◆
字
数
…
特

に
依
頼
す
る
も

の
を

除

き

、

四
百

字

程

度

ま
で
。

◆
期
限
…
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
あ
て
先
…
同
窓
会
事
務
局

綱卿鶴抑　
古
山
　
精
［中
２２
］

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
奄
強
く
し
た
男

一濯

長

横

田

正

毅

克

ち
ょ
う
ど

一
年
後
に
は
日
韓

共
同
で
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｊ
リ
ー
グ

一
部

（Ｊ
ｌ
）
の
強
豪
と
言
え
ば
、
ジ

ュ
ビ
ロ
磐
田
と
、
も
う

一
つ
急

成
長
で
台
頭
し
て
き
た
清
水

エ

ス
パ
ル
ス
。

こ
の
エ
ス
パ
ル
ス
の
活
躍
を

静
か
に
見
守

っ
て
い
る
の
が
、

か

つ
て
同
チ
ー
ム
の
経
営
母

体

。

（株
）
エ
ス
ラ
ッ
プ

・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
社
長

だ

っ
た
横
田
正
毅
さ
ん
＝
よ
こ

た

。
せ
い
き

［中
２２
］
明
智
町

出
身
、
静
岡
市
在
住
＝
で
す
。

成
躁
大
学
卒
業
後
、
東
海
テ

レ
ビ
に
入
社
し
た
横
田
さ
ん
は
、

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
静
岡
に
移
り
、

同
社
の
常
務
、
専
務
取
締
役
を

歴
任
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）

エ
ス
ラ
ッ
プ
社
の
副
社
長
、
同

七
年
に
相
談
役
と
な
り
ま
し
た
。

つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

持
ち
前
の

”
恵
那
中
魂
“
を

発
揮
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
先
。

‐７
億
円
だ

っ
た
選
手
報
酬
を
な

ん
と

１２
億
円
に
削
る

一
方
、
若

手
選
手
の
育
成
を
図
り

「
五
年

後

の
二
〇
〇

一
年
に
は
優
勝
を

収
さ
れ
、
新
会
社

（株
）

エ
ス

パ
ル
ス
の
経
営
に
変
わ
り
ま
し

た
。
社
長
を
退
い
た
横
田
さ
ん

は
、
前
会
社
の
後
始
末
を
続
け
、

三
年
後
の
今
春
、
や
っ
と
自
宅

で
静
か
な
日
を
送
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

一
方
、

エ
ス
パ
ル
ス
の
躍
進

ぶ
り
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お

り
。
横
田
さ
ん
の
計
画
ど
お
り

若
手
が
実
力
を
付
け
、
十

一
年

の
前
期
に
は
待
望
の
優
勝
を
達

成
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ジ

ュ
ビ
ロ

磐
田
と
し
の
ぎ
を
削

っ
て
い
ま

す
。
や
が
て
は
総
合
優
勝
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き

こ
そ
、
横
田
さ
ん
の
顔
に
会
心

の
ほ
お
え
み
が
浮
か
ぶ
こ
と
で

し
よ
つヽ
。

エ
ス
パ
ル
ス
に
第

一
回
の
危
機

が
訪
れ
た
の
は
平
成
八
年
の
こ

と
。
経
営
母
体
企
業
の
な
い
”市

民
ク
ラ
ブ

・
チ
ー
ム
“
の
エ
ス

パ
ル
ス
は
財
政
基
盤
が
弱
く
解

散
の
危
機
に
。
こ
の
と
き
横
田

さ
ん
は
無
理
や
り
社
長
を
押
し

狙
え
る
チ
ー
ム
に
…
」
と
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
運
営
は
好
転
せ
ず
、

平
成
十
年
、
再
び
会
社
は
破
産

の
危
機
に
。
「
エ
ス
パ
ル
ス
の
灯

を
消
し
て
な
る
も
の
か
」
の

一

念
が
通

っ
て

（株
）
鈴
与
に
買


